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(57)【要約】
【課題】本発明は、樹脂基板を使用しても無機薄膜の破
断を防止することができる液晶表示装置を提供すること
を目的としている。
【解決手段】第１の樹脂層１６の無機材料層１８を向く
面は、シール２８とオーバーラップする枠状領域３０と
、枠状領域３０によって囲まれる内側領域３２と、内側
領域３２及び枠状領域３０の外側にある外側領域３４と
、を含む。薄膜トランジスタ、電極及び配線を少なくと
も構成する無機材料層１８は、内側領域３２上に位置す
る第１の部分３６と、外側領域３４上に位置する第２の
部分３８と、枠状領域３０の一部上に位置して第１及び
第２の部分３６，３８を接続する接続部分４０と、を連
続一体的に含む。接続部分４０は、第１の樹脂層１６の
無機材料層１８を向く面の中心点Ｐを中心として点対象
の一対の位置の両方に配置されることを避けて形成され
ている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薄膜トランジスタ、電極及び配線を少なくとも構成する無機材料層及び第１の樹脂層を
含む第１の基板と、
　前記第１の基板から間隔をあけて前記第１の基板と対向するように配置された、第２の
樹脂層を含む第２の基板と、
　前記第１及び第２の基板を端部同士で固定するシールと、
　前記第１及び第２の基板の間に封入された液晶と、
　を含み、
　前記シールは、前記液晶を囲む枠状をなし、
　前記第１の樹脂層の前記無機材料層を向く面は、前記シールとオーバーラップする枠状
領域と、前記枠状領域によって囲まれる内側領域と、前記内側領域及び前記枠状領域の外
側にある外側領域と、を含み、
　前記無機材料層は、前記内側領域上に位置する第１の部分と、前記外側領域上に位置す
る第２の部分と、前記枠状領域の一部上に位置して前記第１及び第２の部分を接続する接
続部分と、を連続一体的に含み、
　前記接続部分は、前記第１の樹脂層の前記枠状領域の内側輪郭の中心点を中心として点
対象の一対の位置の両方上に配置されることを避けて形成されていることを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載された液晶表示装置において、
　前記第１の基板は、前記無機材料層を覆うように前記第１の樹脂層上に形成された有機
パッシベーション膜をさらに含むことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載された液晶表示装置において、
　前記シールは、前記有機パッシベーション膜に接合されていることを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載された液晶表示装置において、
　前記シールは、前記枠状領域の、前記無機材料層を避けた部分上では、前記第１の樹脂
層に直接接合していることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記第１の基板は、前記無機材料層上に無機パッシベーション膜をさらに有することを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記第１の基板は、前記第１の樹脂層と前記無機材料層との間に粘着層をさらに含むこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項６に記載された液晶表示装置において、
　前記第１の基板は、前記無機材料層と前記粘着層との間に樹脂薄膜をさらに含むことを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】
　請求項６に記載された液晶表示装置において、
　前記第１の基板は、前記無機材料層と前記粘着層との間にガラス薄膜をさらに含むこと
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項９】
　請求項１から５のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記無機材料層は、前記第１の樹脂層上に直接形成されていることを特徴とする液晶表
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示装置。
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記無機材料層を第１の無機材料層とし、
　前記第１の基板は、前記第１の無機材料層と間隔をあけて位置する第２の無機材料層を
さらに有し、
　前記第２の無機材料層は、少なくとも前記枠状領域上であって前記第１の無機材料層を
避けた位置に形成されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載された液晶表示装置において、
　前記第１の無機材料層の少なくとも一部と前記第２の無機材料層の少なくとも一部は、
前記中心点を中心として点対象の位置にあることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＴＦＴ（Thin Film Transistor）液晶パネルの一方の基板には、トランジスタや配線を
含む回路が無機薄膜によって形成されている。ところで、近年、液晶パネルの基板として
樹脂基板を使用する技術が開発されている（特許文献１参照）。その場合、無機薄膜と樹
脂基板の熱膨張率の差によって、無機薄膜の破断を防止することが要求されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２８０５４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、樹脂基板を使用しても無機薄膜の破断を防止することができる液晶表示装置
を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　（１）本発明に係る液晶表示装置は、薄膜トランジスタ、電極及び配線を少なくとも構
成する無機材料層及び第１の樹脂層を含む第１の基板と、前記第１の基板から間隔をあけ
て前記第１の基板と対向するように配置された、第２の樹脂層を含む第２の基板と、前記
第１及び第２の基板を端部同士で固定するシールと、前記第１及び第２の基板の間に封入
された液晶と、を含み、前記シールは、前記液晶を囲む枠状をなし、前記第１の樹脂層の
前記無機材料層を向く面は、前記シールとオーバーラップする枠状領域と、前記枠状領域
によって囲まれる内側領域と、前記内側領域及び前記枠状領域の外側にある外側領域と、
を含み、前記無機材料層は、前記内側領域上に位置する第１の部分と、前記外側領域上に
位置する第２の部分と、前記枠状領域の一部上に位置して前記第１及び第２の部分を接続
する接続部分と、を連続一体的に含み、前記接続部分は、前記第１の樹脂層の前記枠状領
域の内側輪郭の中心点を中心として点対象の一対の位置の両方上に配置されることを避け
て形成されていることを特徴とする。本発明によれば、点対象の一対の位置の両方には無
機材料層が形成されないので、第１及び第２の樹脂層が膨張しても、無機材料層がシール
を作用点として反対方向に引っ張られることはなく、破断しないようになっている。
【０００６】
　（２）（１）に記載された液晶表示装置において、前記第１の基板は、前記無機材料層
を覆うように前記第１の樹脂層上に形成された有機パッシベーション膜をさらに含むこと
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を特徴としてもよい。
【０００７】
　（３）（２）に記載された液晶表示装置において、前記シールは、前記有機パッシベー
ション膜に接合されていることを特徴としてもよい。
【０００８】
　（４）（１）又は（２）に記載された液晶表示装置において、前記シールは、前記枠状
領域の、前記無機材料層を避けた部分上では、前記第１の樹脂層に直接接合していること
を特徴としてもよい。
【０００９】
　（５）（１）から（４）のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、前記第１
の基板は、前記無機材料層上に無機パッシベーション膜をさらに有することを特徴として
もよい。
【００１０】
　（６）（１）から（５）のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、前記第１
の基板は、前記第１の樹脂層と前記無機材料層との間に粘着層をさらに含むことを特徴と
してもよい。
【００１１】
　（７）（６）に記載された液晶表示装置において、前記第１の基板は、前記無機材料層
と前記粘着層との間に樹脂薄膜をさらに含むことを特徴としてもよい。
【００１２】
　（８）（６）に記載された液晶表示装置において、前記第１の基板は、前記無機材料層
と前記粘着層との間にガラス薄膜をさらに含むことを特徴としてもよい。
【００１３】
　（９）（１）から（５）のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、前記無機
材料層は、前記第１の樹脂層上に直接形成されていることを特徴としてもよい。
【００１４】
　（１０）（１）から（９）のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、前記無
機材料層を第１の無機材料層とし、前記第１の基板は、前記第１の無機材料層と間隔をあ
けて位置する第２の無機材料層をさらに有し、前記第２の無機材料層は、少なくとも前記
枠状領域上であって前記第１の無機材料層を避けた位置に形成されていることを特徴とし
てもよい。
【００１５】
　（１１）（１０）に記載された液晶表示装置において、前記第１の無機材料層の少なく
とも一部と前記第２の無機材料層の少なくとも一部は、前記中心点を中心として点対象の
位置にあることを特徴としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る液晶表示装置を示す平面図である。
【図２】図１に示す液晶表示装置のII-II線断面図である。
【図３】本発明の第２の実施の形態に係る液晶表示装置を示す平面図である。
【図４】図３に示す液晶表示装置のIV-IV線断面図である。
【図５】図４に示す液晶表示装置の変形例を示す図である。
【図６】本発明の第３の実施の形態に係る液晶表示装置を示す断面図である。
【図７】本発明の第４の実施の形態に係る液晶表示装置を示す断面図である。
【図８】本発明の第５の実施の形態に係る液晶表示装置を示す断面図である。
【図９】本発明の第６の実施の形態に係る液晶表示装置を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００１８】
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（第１の実施の形態）
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る液晶表示装置を示す平面図である。図２は、
図１に示す液晶表示装置のII-II線断面図である。
【００１９】
　液晶表示装置は、第１及び第２の基板１０，１２を有する。第１及び第２の基板１０，
１２の間に液晶１４が封入されている。第１及び第２の基板１０，１２のそれぞれの外面
には、図示しない偏光板が配置される。液晶表示装置の駆動方式は、IPS（In Plane Swit
ching）方式、TN（Twisted Nematic）方式又はVA（Vertical Alignment）方式などいずれ
であってもよく、方式に応じた電極及び配線が形成される。
【００２０】
　第１の基板１０は第１の樹脂層１６を含む。第１の樹脂層１６は光透過性を有する。第
１の基板１０は、薄膜トランジスタ、電極及び配線を少なくとも構成する無機材料層１８
を含む。第１の基板１０は、ＴＦＴ(Thin Film Transistor)基板である。第１の基板１０
の、第２の基板１２から露出した領域において、無機材料層１８は外部端子を有する。
【００２１】
　第１の基板１０は、無機材料層１８を覆うように第１の樹脂層１６の上方に形成された
有機パッシベーション膜２０を含む。有機パッシベーション膜２０の内面には図示しない
配向膜がある。第１の樹脂層１６と無機材料層１８との間には粘着層２２が介在する。第
１の基板１０は、無機材料層１８と粘着層２２との間に樹脂薄膜２４をさらに含む。
【００２２】
　第１の基板１０の製造プロセスは、図示しないガラス基板上に樹脂薄膜２４を形成し、
樹脂薄膜２４上に無機材料層１８を形成し、ガラス基板を樹脂薄膜２４から剥離し、樹脂
薄膜２４を、粘着層２２を介して第１の樹脂層１６に貼り付けることを含んでもよい。
【００２３】
　第２の基板１２は、第１の基板１０から間隔をあけて第１の基板１０と対向するように
配置されている。第２の基板１２は第２の樹脂層２６を含む。第２の樹脂層２６の内面に
は図示しないカラーフィルター層と配向膜がある。第１及び第２の基板１０，１２は、端
部同士が、例えばエポキシ樹脂からなるシール２８によって固定されている。シール２８
は、液晶１４を囲む枠状をなしている。シール２８は、有機パッシベーション膜２０に接
合されている。
【００２４】
　第１の樹脂層１６の無機材料層１８を向く面は、シール２８とオーバーラップする枠状
領域３０と、枠状領域３０によって囲まれる内側領域３２と、内側領域３２及び枠状領域
３０の外側にある外側領域３４と、を含む。
【００２５】
　無機材料層１８は、内側領域３２上に位置する第１の部分３６と、外側領域３４上に位
置する第２の部分３８と、枠状領域３０の一部上に位置して第１及び第２の部分３６，３
８を接続する接続部分４０と、を連続一体的に（つながった状態で）含む。
【００２６】
　接続部分４０は、第１の樹脂層１６の枠状領域３０の内側輪郭の中心点Ｐ（枠状領域３
０の内側輪郭が四辺形であれば対角線の交点）を中心として点対象の一対の位置の両方上
に配置されることを避けて形成されている。つまり、接続部分４０とは点対象の位置（反
対側の位置）には、接続部分が形成されていない。枠状領域３０の内側輪郭が矩形（正方
形又は長方形）であれば、平行な二辺の一方に接続部分４０が配置されても、他方にはそ
れが配置されていない。
【００２７】
　点対象の位置でなければ、第１の部分３６から、複数の方向に、接続部分４０が形成さ
れていてもよい。例えば、枠状領域３０の内側輪郭が四辺形であれば、隣同士の二辺（例
えば直角に接続する二辺）の両方に接続部分４０が配置されていてもよく、隣同士の二辺
にわたって連続的に接続部分４０が形成されていてもよい。接続部分４０は、枠状領域３
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０の内側輪郭が四辺形であれば、一辺又は隣同士の二辺に配置されており、残りの二辺又
は三辺には接続部分が形成されない。
【００２８】
　本実施の形態によれば、無機材料層１８がシール２８とオーバーラップするが、点対象
の一対の位置の両方には無機材料層１８が形成されないので、第１及び第２の樹脂層１６
，２６が膨張しても、無機材料層１８がシール２８を作用点として反対方向に引っ張られ
ることはなく、破断しないようになっている。
【００２９】
（第２の実施の形態）
　図３は、本発明の第２の実施の形態に係る液晶表示装置を示す平面図である。図４は、
図３に示す液晶表示装置のIV-IV線断面図である。
【００３０】
　本実施の形態では、第１の基板１０は、無機材料層１８（第１の無機材料層１８）と間
隔をあけて位置する第２の無機材料層４２を有する。第２の無機材料層４２は、少なくと
も枠状領域３０上であって第１の無機材料層１８を避けた位置に形成されている。
【００３１】
　第１の無機材料層１８（接続部分４０）の少なくとも一部と第２の無機材料層４２の少
なくとも一部は、中心点Ｐを中心として点対象の位置にある。しかし、第１及び第２の無
機材料層１８，４２は、連続していない（分断されている）ので、第１及び第２の樹脂層
１６，２６が膨張しても、第１又は第２の無機材料層１８，４２がシール２８を作用点と
して反対方向に引っ張られることはなく、破断しないようになっている。
【００３２】
　図４では、第２の無機材料層４２は、シリコン酸化膜又はシリコン窒化膜の２層から構
成されているが、図５に示すように、第２の無機材料層１４２を３層又はそれ以上の複数
層から構成してもよい。図５では、シリコン酸化膜又はシリコン窒化膜の２層の間に金属
膜が介在している。
【００３３】
（第３の実施の形態）
　図６は、本発明の第３の実施の形態に係る液晶表示装置を示す断面図である。本実施の
形態では、無機材料層１８は、第１の樹脂層１６上に直接形成されている。図２に示す樹
脂薄膜２４及び粘着層２２が無い点を除き、その他の詳細は第１の実施の形態で説明した
内容が該当する。また、本実施の形態の内容を第２の実施の形態に適用することもでき、
その場合、第２の無機材料層４２を第１の樹脂層１６上に直接形成する。
【００３４】
（第４の実施の形態）
　図７は、本発明の第４の実施の形態に係る液晶表示装置を示す断面図である。本実施の
形態では、シール１２８は、無機材料層１１８を避けた部分上では、第１の樹脂層１１６
に直接接合している。第１の基板１１０は、無機材料層１１８と粘着層１２２との間にガ
ラス薄膜１４４を含む。ガラス薄膜１４４と第１の樹脂層１１６の間に粘着層１２２が介
在している。
【００３５】
　第１の基板１１０の製造プロセスは、図示しないガラス基板上に無機材料層１１８を直
接形成し、ガラス基板を研磨又はエッチングで薄くしてガラス薄膜１４４を形成し、ガラ
ス薄膜１４４を、粘着層１２２を介して第１の樹脂層１１６に貼り付けることを含んでも
よい。
【００３６】
　無機材料層１１８は、有機パッシベーション膜１２０によって覆われている。シール１
２８は、無機材料層１１８を避けた部分上では、有機パッシベーション膜１２０に載らな
い。なお、有機パッシベーション膜１２０の代わりに無機パッシベーション膜を形成して
もよい。その他の詳細は第１の実施の形態で説明した内容が該当する。
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【００３７】
（第５の実施の形態）
　図８は、本発明の第５の実施の形態に係る液晶表示装置を示す断面図である。本実施の
形態では、第１の基板２１０は、無機材料層２１８上に無機パッシベーション膜２４６を
有する。シール２２８は、無機材料層２１８を避けた部分上では、樹脂薄膜２２４に直接
接合している。その他の詳細は第１の実施の形態で説明した内容が該当する。
【００３８】
（第６の実施の形態）
　図９は、本発明の第６の実施の形態に係る液晶表示装置を示す断面図である。本実施の
形態では、第１の基板３１０は、無機材料層３１８上に無機パッシベーション膜３４６を
有する。無機材料層３１８は、第１の樹脂層３１６上に直接形成されている。シール３２
８は、無機材料層３１８を避けた部分上では、第１の樹脂層３１６に直接接合している。
その他の詳細は第１の実施の形態で説明した内容が該当する。
【００３９】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく種々の変形が可能である。例
えば、実施の形態で説明した構成は、実質的に同一の構成、同一の作用効果を奏する構成
又は同一の目的を達成することができる構成で置き換えることができる。
【符号の説明】
【００４０】
　Ｐ　中心点、１０　第１の基板、１２　第２の基板、１４　液晶、１６　第１の樹脂層
、１８　無機材料層、２０　有機パッシベーション膜、２２　粘着層、２４　樹脂薄膜、
２６　第２の樹脂層、２８　シール、３０　枠状領域、３２　内側領域、３４　外側領域
、３６　第１の部分、３８　第２の部分、４０　接続部分、４２　第２の無機材料層、１
１０　第１の基板、１１６　第１の樹脂層、１１８　無機材料層、１２０　有機パッシベ
ーション膜、１２２　粘着層、１２８　シール、１４２　第２の無機材料層、１４４　ガ
ラス薄膜、２１０　第１の基板、２１８　無機材料層、２２４　樹脂薄膜、２２８　シー
ル、２４６　無機パッシベーション膜、３１０　第１の基板、３１６　第１の樹脂層、３
１８　無機材料層、３２８　シール、３４６　無機パッシベーション膜。
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